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第 １３７ 号
令和元年 お盆号
臨 済 宗
建長寺派宗禅寺
住　職　高井和正
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お
寺
で
は
毎
年
お
盆
の
供
養
で
施
餓
鬼
法
要
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま

す
。
近
在
の
和
尚
様
が
多
数
来
山
し
ご
読
経
下
さ
る
荘
厳
な
法
要
で
す
。

新
盆
を
お
迎
え
す
る
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
盂
蘭
盆
供
養
の
法
要
で
す
。

皆
様
の
ご
来
山
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

施
餓
鬼
大
法
要

式
次
第

施
餓
鬼
大
法
要

式
次
第

〇
先
祖
代
々
等
、
盂
蘭
盆
供
養
の
お
塔
婆
を
お
寺
で
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
一
本
三
千
円
で
す
。

○
お
布
施
（
施
餓
鬼
供
養
料
と
付
届
け
）
は
封
筒
の
通
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
お
盆
の
早
朝
坐
禅
会
に
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
七
月
十
三
日
〜
十
六
日
、
毎
朝
六
時
か
ら
七
時
で
す
。

○
駐
車
場
は
寺
の
前
と
裏（
第
二
駐
車
場
）が
あ
り
ま
す
。
七
月
十
五
日
に
は
、
薬
師
堂
の

　
裏
の
駐
車
場
は
、
和
尚
様
方
の
専
用
と
な
り
ま
す
。

宗禅寺ホームページ  http://www.hamura-souzenji.com

◆日時  8月3日（土） 午後６時半より　◆会場  宮の下運動公園

12時 受付開始　受付は一般、新盆、とうろう流しと三カ所あります。
12時50分  御詠歌奉詠　13時10分　法話　羽村禅林寺　岡崎啓純　師
14時 施餓鬼（せがき）大法要
　　　・近在、法縁のある和尚様による荘厳な大法要です。
　　　・施餓鬼和讃を参加者全員でお唱えします。
　　　・和尚の読経、水向けと施米（餓鬼に水とお米を施します）
　　　・ご参列の皆様に水向け、施米をしていただき、御先祖様に感謝の気持ちをお届けします。
15時 和尚と総代様から御礼のご挨拶があります。
 ・餓鬼旗（供養の目印）をもらってお墓参り。一軒に一本です。

施
餓
鬼

大
法
要

セ
　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
　
　
キ

七
月
十
五
日（
月・祝
）

◆
十
三
時  

御
詠
歌
奉
詠

受
付
は
十
二
時
よ
り

◆
十
四
時  
施
餓
鬼
大
法
要

せ　
　

が　
　

き

◆
十
三
時
十
分  

法
話

　
　
　
羽
村
　
禅
林
寺
　
岡
崎
啓
純 

住
職

羽
村
灯
籠
流
し

第
37
回

駐車場も確保していますので、是非一度ご来場いただき、暗闇の中で綺麗に輝く灯籠を
一度間近でご観賞いただければ有り難いです。

川崎地区売り歩きは7月7日（日）9時からです。灯籠は施餓鬼当日、羽村夏祭り、
当日会場でもお分け致します。灯籠代は千円です。
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第
21
回  

宗
禅
寺
春
の
文
化
展

　

春
の
文
化
展
も
二
十
一
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
「
お
寺
か

ら
地
域
文
化
の
発
信
を
」
と
い
う
理
念
が
、
寺
子
屋
委
員
会
、

総
代
会
、
護
持
会
、
地
域
の
皆
様
の
お
力
に
よ
っ
て
結
集
し
、

文
化
展
が
具
体
的
な
形
と
な
っ
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
二
十

年
と
い
う
時
間
の
経
過
の
中
で
、
ご
高
齢
に
よ
り
勇
退
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
、
新
し
く
ご
参
加
い
た
だ
け
る
若

い
お
力
も
充
実
し
て
お
り
、
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
日
程

　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
一
日
〜
二
十
四
日

　

四
日
間
開
催

◇
実
行
委
員
会

　

二
回
実
施
―
二
月
二
日
、
三
月
二
日

◇
開
会
式（
事
前
準
備
・
作
品
搬
入
）

　

三
月
二
十
日　

午
後
一
時

　

御
本
尊
様
に
参
加
者
一
同
に
て
般
若
心
経
読
経

◇
特
別
展
　
羽
村
・
福
生
ゆ
か
り
の
皆
様
の
作
品
展

　「
は
む
ら
・
ア
ー
ト
展
」

　

出
品
者

 

並
木
風
磨
氏 

（
イ
ラ
ス
ト
） 

島
田
敦
子
氏 

（
ア
ク
リ
ル
）

 

上
田
泰
徳
氏 

（
日
本
画
） 

沖
本
茂
子
氏 

（
水
墨
画
）

 

五
十
嵐
誠
氏 

（
木
工
芸
） 

雨
倉　

充
氏 

（
油　

彩
）

 

髙
橋
隆
助
氏 

（
油　

彩
）

春の文化展閉会式終了後に出品者皆様と記念撮影。

市内在住の上田泰徳さん。新しくご縁をいただき、
有り難く思っております。

五十嵐誠さんの木工芸。五十嵐さんは
漆工芸の並木恒延先生の娘さんの檀那さんです。
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◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

天
川　

紀
香 

一
点

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　

中
村　

順
子 

六
点

◆
ハ
ギ
レ
ア
ー
ト

　

山
浦　

倫
子 

四
点

◆
折
り
紙

　

五
味　

建
雄 

十
点

　

折
り
紙
実
演
指
導
実
施

◆
山
野
草

　

中
里　

昌
子 

十
点

◆
パ
ソ
コ
ン
画

　

小
俣　

道
代 

二
点

◆
編
み
物

　

大
久
保
白
枝 

二
点

　

山
北　

南
子 

二
点

　

島
田
セ
ツ
子 

二
点

　

沢
本　

良
江 

二
点

　

前
池　

幸
子 

二
点

　

清
水　

恒
子 

二
点

　

里
埜　

文
子 

二
点

　

佐
久
間
真
理
子 
二
点

　

大
浦　

千
織 

二
点

　

市
村　

陽
子 

二
点

◆
押
し
花

　

雨
倉　

由
美
子 
三
点

◆
陶
芸

　

中
根
ヨ
ネ
子 

八
点

　

磯
部　

正
喜 

二
点

　

白
木　
　

猛 

二
点

　

渡
部　

清
孝 

四
点

◆
造
形

　

伊
藤　

武
司 

一
点

◆
ア
ト
リ
エ
こ
と
り
の
皆
様

　

森　

有
輝　

及
川
昌
子

　

秋
山
萌
哉　

秋
山
和
代

　

下
別
府
大
和　

指
田
佑
樹

　

松
葉
凛
瞳　

秋
山
晴
之

　

福
田
糊
都　

立
石　

和

　

岡
さ
く
ら　

池
永
陽
俊

◆
絵
画

　

渡
部　

清
孝 

二
点

　

関
根　
　

晃 

三
点

　

海
和　

綾
子 

二
点

　

中
里　

國
英 

一
点

　

宮
田　

照
子 

一
点

　

降
旗　

廣
行 

二
点

　

吉
野　

早
苗 

二
点

　

中
村　
　

浩 

一
点

　

雨
倉　

久
一 

一
点

　

北
沢　

秀
郷 

二
点

　

井
口　

和
也 

一
点

　

故
雨
倉　

ク
ラ 
一
点

◆
色
鉛
筆
画

　

髙
橋　

信
吾 

一
点

◆
フ
ィ
ッ
シ
ュ
モ
デ
ル

　

髙
橋　

信
吾 

一
点

◆
鉛
筆
画

　

吉
田　

浩
康 

二
点

◆
木
版
画

　

小
栁　

祥
子 

二
点

　

光
山　

満
春 

一
点

◆
尺
八

　

坂
井　

頼
利

　

尺
八
演
奏

　

坂
井
頼
利　

水
村
辰
也

　

加
藤
紀
代　

木
村
則
夫

◆
木
彫

　

新
井　

達
矢 

六
点

　

梅
林　

孝
治 

一
点

　

久
保
田
昭
夫 

一
点

　

吉
川　

永
司 

一
点

　

吉
田　

尚
弘 

一
点

　

梅
林　

春
男 

一
点

　

稲
田
多
喜
夫 

一
点

　

平
澤
由
美
子 

一
点

　

諸
井　

末
男 

一
点

　

小
栁　

祥
子 

一
点

　

髙
橋　

勝
雄 

一
点

　

白
井　

義
久 

一
点

 

◆
木
彫

　

柴
田　

久
和 

一
点

　

中
島　

岩
雄 

一
点

　

加
藤　

紀
代 

一
点

◆
水
墨
画

　

岡
野　

美
蒼 

四
点

　

長
谷
川
あ
き
子 
三
点

　

高
梨
富
貴
子 

三
点

　

稲
石　

国
子 

三
点

　

福
井　

伴
子 

三
点

◆
書
道

　

渡
辺　

結
衣 

一
点

　

秋
山　

杏
寿 

一
点

　

臼
井　

杏
鈴 

一
点

　

加
藤　

聰
子 

五
点

　

白
川
タ
イ
子 

一
点

　

川
口　

道
子 

二
点

　

島
田　

萃
芳 

七
点

◆
篆
刻

　

中
野　

三
矢 

二
点

　

石
川　

輝
山 

二
点

◆
俳
句

　

中
野
つ
た
え

　

宗
禅
寺
俳
句
一
二
か
月

　

中
野
つ
た
え 

九
点

　

中
根　
　

元 

三
点

　

中
野　

満
子 

三
点

　

平
井　

敏
正 

三
点

　

中
野　

良
一 

三
点

　

中
野　
　

理 

三
点

　

中
根　

尚
子 

三
点

　

田
村　
　

章 

三
点

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

　

中
野　

祐
司 
十
七
点

◆
写
真

　

小
林
美
恵
子 

三
点

　

雨
倉　

久
一 

二
点

　

佐
藤　

一
雄 

二
点

　

中
根　
　

勉 

二
点

　

島
田　

昌
稔 

二
点

　

新
井　

信
三 

三
点

　

吉
野　

敬
子 

三
点

　

佐
藤　

禮
子 

二
点

　

磯
貝　

充
宏 

二
点

◆
友
情
出
品

・
絵
画

　

石
井　

秀
卓 

二
点

・
篆
刻

　

柳
澤　

玉
暎 

一
点

◆
抹
茶
施
茶

　

中
里
宗
美
社
中

　

永
瀬
宗
江
社
中

　

中
野
満
子
社
中

◆
受
付

　

護
持
会
・
総
代
会

◆
営
繕

　

薬
師
講
中

◆
来
山
見
学
者

　

初
日 

二
百
五
十
四
名

　

二
日
目 

百
三
十
七
名

　

三
日
目 

百
七
十
名

　

最
終
日 

百
七
十
七
名

　

合
計 

七
百
三
十
八
名

◆
春
の
文
化
展
役
員

委
員
長 

中
野
恒
雄

副
委
員
長 

中
野
祐
司

 

新
井
政
昭

 

大
野
元
雄

 

中
村　

修

 

中
村
勝
司

 

新
井
敏
行

特
別
展
担
当　

島
田
秀
男

事
務
局　
　
　

島
田　

弘

庶　

務　
　
　

島
田
辰
夫

　
　
　
　
　
　

中
村
勝
司

会　

計　
　
　

雨
倉
み
よ
子

営　

繕　
　
　

秋
山
一
男

　
　
　
　
　
　

大
塚
敏
行

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
誤
字
・
脱
字
・
記
載
も
れ
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
許
し
下
さ
い
）

出
品
者
の
皆
様

▶
今
回
の
文
化
展
は
「
は
む
ら
・
ア
ー
ト
」
展
。

　
羽
村
ゆ
か
り
の
皆
様
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▶
客
殿
が
書
と
篆
刻
で
一
杯
で
す
。
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四
月
八
日
は
仏
教
の
開
祖
、
お
釈
迦
様
の
誕

生
日
で
す
。
ご
生
誕
を
祝
し
て
、
花
祭
り
法
要

と
花
の
展
覧
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

花
展
覧
会
は
六
日
（
土
）
の
午
前
中
に
活
け

込
み
を
し
て
下
さ
り
、
三
日
間
南
の
間
と
本
堂

池
川
の
坐
禅
堂
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

花
祭
り
法
要
は
八
日
（
月
）
に
、
御
詠
歌
、

法
話
に
続
き
、
福
生
鳳
友
会
様
に
よ
る
生
田
流

の
筝
と
ギ
タ
ー
の
生
演
奏
に
併
せ
、
草
月
流
の

上
原
瑞
光
先
生
が
活
け
込
み
を
行
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

花
祭
り
法
要
と
花
展
覧
会
は
毎
年
開
催
致
し

ま
す
。
春
の
ひ
と
時
を
お
寺
で
一
緒
に
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？　

来
年
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

花
祭
り
法
要
と
花
展
覧
会

花
祭
り
法
要
と
花
展
覧
会

生田流鳳友会の中根喜美子さんからご挨拶。毎年ありがとうございます。

草月流　上原瑞光先生が演奏中に活け込みの
実演をして下さいました。

【
花
展
・
出
品
者
の
皆
様
（
敬
称
略
）】

〇
羽
村
市
華
道
会

・
小
原
流

　

上
田
保
子　

倉
持
理
可　

井
上
泰
男

・
龍
生
派

　

橋
本
里
子　

武
藤
陽
子　

中
野
菊
枝　

小
林
英
子

　

神
田
弘
子　

加
藤
孝
子　
中
村
美
恵
子　
中
野
百
々
花

・
池
坊

　

加
藤
公
子　
山
﨑
真
由
美　

加
藤　

楓　

田
村
和
憲

　
田
中
喜
久
江　

田
中
葉
月

・
草
月
流

　

吉
田
信
子　

桜
沢
康
子　

田
村
孝
枝

〇
横
浜
華
道
協
会

・
池
坊

　

川
嶋
孝
憲

〇
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

・
タ
マ
フ
ラ
ワ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

　

天
川
紀
香　

酒
井
真
由
美

・
ラ
イ
ブ
活
け
込
み

　

草
月
流　

上
原
瑞
光　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

参加者皆様で御詠歌を一緒に唱えました。

本堂玄関前で花供養。
来場者が一人一輪、
花を活けこみます。
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仏教会で災害支援部を立ち上げた、雨間の地蔵院渡辺光成和尚様からご挨拶

托鉢に集まって下さった和尚様

当日行われた写経会の皆様からも復興支援の義援金をお預かり致しました。

　

毎
月
１
の
付
く
日
に
写
経
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
が
起
っ
た
三
月
十
一
日
も
毎

年
写
経
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
三
月
十
一
日
か
ら
地
元
の
臨
済
宗
の
仏
教

会
、
西
東
京
臨
済
会
の
有
志
の
若
手
和
尚
様
が
復

興
支
援
の
托
鉢
を
毎
年
羽
村
と
青
梅
で
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
九
名
の
和
尚
様
が
宗
禅
寺
に
集
ま
っ
て

下
さ
り
、
羽
村
川
崎
地
区
と
福
生
の
加
美
平
ち
く

を
托
鉢
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
托
鉢
終
了
後
二
時
四
十
六
分
に
合
わ
せ
て
、

和
尚
様
と
写
経
会
四
十
名
の
皆
様
が
合
同
で
震
災

追
悼
復
興
祈
願
法
要
を
営
み
、
皆
で
お
経
を
お
読

み
致
し
ま
し
た
。

　

来
年
も
羽
村
で
引
き
続
き
托
鉢
を
行
う
予
定
で

お
り
ま
す
。
被
災
地
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

復
興
支
援
托
鉢
・
写
経

復
興
支
援
托
鉢
・
写
経

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

3
月
11
日

3
月
11
日



そ う ぜ ん じ 便 り （６）

　

五
月
一
日
は
、
元
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」に

か
わ
り
、平
成
の
天
皇
は
退
位
さ
れ「
上
皇
」に
、美

智
子
さ
ま
は「
上
皇
后
」と
な
り
、
皇
太
子
さ
ま
が

新
天
皇
に
即
位
さ
れ
、
雅
子
さ
ま
が
新
皇
后
と
な

る
な
ど
祝
賀
ム
ー
ド
で
い
っ
ぱ
い
の
一
日
で
し
た
。

テ
レ
ビ
で
は
即
位
式
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
放
映
さ

れ
て
い
て
、つ
い
一
日
中
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

皇
居
・
宮
殿
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
引
き
継
ぎ
の
儀
式

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
皇
居
内
あ
る
養
蚕
施

設「
紅
葉
山
御
養
蚕
所
」で
の
カ
イ
コ
を
飼
う
行
事

も
、
上
皇
后
美
智
子
さ
ま
か
ら
皇
后
雅
子
さ
ま
に

引
き
継
が
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

皇
室
と
養
蚕
は
明
治
四
年
長
ら
く
途
絶
え
て
い

た
宮
中
で
の
養
蚕
を
復
活
さ
せ
て
、
途
中
戦
災
な

ど
で
中
断
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
ま

で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。春
蚕
の
み
を
飼
育
さ
れ

て
、取
り
扱
う
種
は
純
国
産
種
の「
小
石
丸
」で
す
。

収
穫
さ
れ
た
繭
は
、
正
倉
院
の
古
代
裂（
き
れ
）の

復
原
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
村
で
は
、
盛
ん
に
養
蚕
を
行
っ
て
い
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。『
西
多
摩
村
農
事
調
査
附
村
是
』

（
明
治
三
七
年
東
京
府
農
会
発
行
）に
、
当
時
の
西

多
摩
村（
現
在
の
羽
村
市
）で
は
、
農
業
生
産
額
の

七
割
が
繭
と
生
糸
の
生
産
で
あ
っ
て
、
普
通
農
業

と
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
多
く
の
田

畑
は
桑
園
化
し
た
と
あ
り
ま
す
。農
村
と
は
い
い

な
が
ら
、
日
常
食
料
品
も
他
村
か
ら
買
い
求
め
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

農
事
調
査
の
将
来
の
部
に
は
、村
是（
村
の
招
来

像
）と
し
て
一
七
項
目
を
あ
げ
、
第
一
と
し
て「
蚕

業
の
改
良
」、第
二
と
し
て「
製
糸
の
改
良
」を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　

養
蚕
業
を
村
の
主
産
業
に
し
た
大
き
な
理
由
は
、

安
政
五
年
横
浜
が
開
港
さ
れ
た
以
降
繭
の
需
要
が

急
激
に
伸
び
養
蚕
が
有
利
な
産
業
と
し
て
広
ま
っ

た
こ
と
や
指
田
茂
十
郎
や
下
田
伊
左
衛
門
の
先
覚

者
が
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

下
田
や
指
田
は
、
養
蚕
先
進
地
で
あ
る
群
馬
や

長
野
を
視
察
し
新
し
い
養
蚕
技
術
を
導
入
し
て
き

て
、養
蚕
集
談
会
で
一
般
に
普
及
さ
せ
、蚕
具
や
飼

育
法
の
改
良
な
ど
の
研
究
を
す
す
め
、
村
内
に
定

着
さ
せ
ま
し
た
。

　

特
に
下
田
は
明
治
二
三
年
に
成
進
社
を
創
設
し
、

養
蚕
指
導
や
技
術
者
の
養
成
、
蚕
種
の
自
主
検
査

な
ど
を
行
っ
た
こ
と
も
西
多
摩
村
の
養
蚕
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
『
西
多
摩
村
誌
』（
昭
和
三
年
発
行
）に
は
、
養
蚕

業
の
発
展
は
明
治
後
半
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
大
正
八
年
に
最
高
潮
に
達
し
た

と
あ
り
ま
す
。大
正
八
年
の
養
蚕
農
家
数
は
春
蚕

三
二
八
戸
、秋
蚕
三
四
五
戸
で
、世
帯
数
が
七
八
八

戸
で
し
た
か
ら
、秋
蚕
農
家
数
は
全
世
帯
の
四
三
・

八
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。地
域
別
に
み
る
と
、川

崎
五
四
・
五
％
、五
ノ
神
五
三
・
二
％
、東
ケ
谷
戸

二
五
・
九
％
、奈
賀
二
九
・
四
％
、加
美
六
四
・
七
％
、

小
作
四
〇
・
〇
％
と
な
り
、加
美
と
川
崎
地
区
が
養

蚕
農
家
の
比
率
が
高
か
っ
た
の
で
す
。

大
正
八
年
の
繭
の
収
穫
量
は
、
一
二
一
・
九
五
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム（
秋
蚕
）と
な
り
、
全
国
で
の
十
指
に

数
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

養
蚕
業
は
も
と
も
と
好
況
と
不
況
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
昭
和
四
年
ア
メ
リ
カ
ウ
ォ
ー
ル
街
の

大
暴
落
を
発
端
に
は
じ
ま
っ
た
世
界
恐
慌
に
よ
っ

て
生
糸
価
格
が
大
幅
に
下
が
り
、
養
蚕
農
家
に
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。そ
の
後
も
価
格
は
上
昇
す
る

こ
と
な
く
、
西
多
摩
村
の
養
蚕
業
も
徐
々
に
衰
退

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

昭
和
五
年
発
行
の
『
西
多
摩
郡
養
蚕
組
合
連
合

会
会
報
』に
は
、
吉
野
会
長
の
巻
頭
言
で「
有
史
以

来
稀
に
見
る
繭
価
安
に
て
吾
々
養
蚕
者
を
し
て
極

度
の
悲
境
に
陥
ら
し
め
た
る
終
生
忘
れ
る
べ
か
ざ

ら
ざ
る
一
大
恨
事
な
り
」と
述
べ
て
い
ま
す
。同
誌

「
文
苑
」に
掲
載
さ
れ
た
短
歌
に

繭
の
値
の
安
き
話
を
耳
に
し
つ
つ

心
お
も
た
く
家
に
帰
れ
り

と
あ
り
ま
す
。

　

養
蚕
と
と
も
に
盛
衰
を
刻
ん
だ
羽
村
は
、
蚕
室

が
少
し
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
蚕
を
飼
う
家
は
一

軒
も
な
く
な
り
、
一
面
に
広
が
っ
た
桑
畑
も
見
る

こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

《
参
考
図
書
》

　
『
羽
村
町
農
業
協
同
組
合
史
』

文
庫
長
だ
よ
り
島
田  

秀
男

も
み
じ
や
ま
ご
よ
う
さ
ん
じ
ょ
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御
命
日
　
故
人
御
芳
名
（
敬
称
略
）

八
月　
　
　

上
旬 

小
島　

キ
ヨ

八
月　
　
　

六
日 

為
ヶ
谷
喜
美

八
月　
　

十
二
日 

高
橋　

和
代

八
月　

二
十
二
日 

秋
澤　

良
江

八
月　

二
十
六
日 

水
上
二
三
夫

九
月　
　
　

九
日 

水
村　

房
代

九
月　

二
十
一
日 

大
久
保
恒
夫

九
月　

二
十
七
日 

中
村　

厚
子

十
月　
　
　

一
日 

平
田　

蓮
治

十
月　
　
　

二
日 

水
村
や
え
子

十
月　
　

十
三
日 

大
野
カ
ツ
子

十
月　

二
十
二
日 

大
久
保
孝
志

十
月　

二
十
三
日 

秋
山
平
三
郎

十
月　

二
十
五
日 

小
坂　

多
七

十
一
月
二
十
一
日 

日
野　

文
良

十
一
月
二
十
七
日 

中
野　

裕
子

十
一
月
二
十
七
日 

青
木
キ
ヨ
ノ

　　
八
月　
　
　

八
日 

関
矢　

義
之

八
月　
　

十
七
日 

島
田　

し
づ

八
月　

二
十
二
日 

石
角
作
之
烝

九
月　
　
　

五
日 

横
田　

久
一

九
月　
　
　

十
日 

島
田
美
重
子

十
月　
　

十
一
日 

島
田　

富
夫

十
月　
　

十
五
日 

星
野　

正
之

十
月　

二
十
六
日 

大
竹　

峰
人

十
月　

三
十
一
日 

小
宮
山
琴
枝

十
一
月　
　

六
日 

鈴
木　

寛
二

十
一
月
二
十
一
日 

池
田
ト
キ
子

十
一
月
二
十
二
日 

新
井　

美
雪

十
一
月　

三
十
日 

大
塚　

清
子

　　
八
月　
　
　

一
日 

平
井　

巳
芳

八
月　
　
　

一
日 

中
根　

龍
男

八
月　
　

十
三
日 

中
野　

末
男

八
月　
　

十
五
日 

中
野　

達
男

九
月　
　
　

四
日 

清
水　

ア
サ

九
月　
　
　

八
日 

中
里　

輝
年

九
月　

二
十
二
日 

太
田
須
美
枝

九
月　

二
十
七
日 

森
本　

恭
王

十
月　
　
　

一
日 

中
根　

辰
雄

十
月　
　

十
五
日 

小
出
キ
ミ
子

十
月　
　

十
七
日 

深
野　

之
伯

十
月　

二
十
四
日 

松
田
フ
ジ
子

十
一
月　
　

十
日 

吉
田　

幸
二

十
一
月　

二
十
日 

中
野　

善
治

十
一
月
二
十
四
日 

中
村　

保
雄

十
一
月
二
十
七
日 

近
藤　
　

博

　　
八
月　
　
　

七
日 

島
田　

弥
一

九
月　
　
　

二
日 

加
藤　

茂
樹

九
月　
　

十
五
日 

田
中　

カ
ネ

十
月　
　
　

五
日 

斎
藤　

テ
ル

十
月　
　

十
六
日 

渡
辺　

佐
平

十
月　

二
十
二
日 

島
田　

守
子

十
月　

二
十
三
日 

島
田　

宏
子

十
月　

二
十
三
日 

島
田　

健
三

十
月　

二
十
五
日 

西
山　

和
夫

十
一
月　
　

一
日 

岡
野
八
重
子

十
一
月　
　

七
日 

柿
崎　

修
一

十
一
月　
　

九
日 

小
林　

久
平

十
一
月
二
十
八
日 

島
田　

定
雄

十
一
月　

三
十
日 

中
村　

正
重

　　
九
月　
　

二
十
日 

島
田　

ト
ミ

九
月　

二
十
一
日 

大
野　

イ
ト

十
月　
　
　

九
日 

市
川　

友
治

十
月　
　

十
一
日 

小
林　

ハ
ツ

十
月　

二
十
一
日 

清
水　

ス
ミ

十
月　

二
十
八
日 

竹
中
貴
美
子

十
一
月　

十
六
日 

桑
谷　

英
明

　　
八
月　
　
　

一
日 

佐
久
間
史
衛

八
月　
　
　

六
日 

中
野
家

八
月　
　

十
七
日 

末
永　

薫

九
月　
　
　

四
日 

松
﨑　

高
美

九
月　
　

十
六
日 

宮
寺　

春
雄

九
月　
　

十
六
日 

楠
森　

信
次

十
月　
　
　

一
日 

板
橋　
　

裕

十
月　
　
　

五
日 

島
田　

力
三

十
月　
　
　

七
日 

菊
地　

久
吉

十
月　
　

十
六
日 

小
林　

新
一

十
月　
　

三
十
日 

平
澤　

サ
ダ

十
一
月　

十
一
日 

雨
倉
ヨ
シ
子

十
一
月
二
十
五
日 

西
山　

愛
善

　　

 八
月　
　

十
七
日 

鈴
木　

紀
騎

十
月　
　
　

六
日 

吉
川
田
鶴
子

十
月　
　
　

十
日 

秋
山　

徳
子

十
月　
　

十
四
日 

新
藤　

忠
代

十
月　
　

十
六
日 

横
田　

三
郎

十
月　
　

十
九
日 

菊
地
家

十
月　
　

三
十
日 

山
口　

正
惠

十
一
月
二
十
一
日 

遊
佐　

ヨ
ネ

十
一
月　

三
十
日 

斎
藤　

嘉
七

　　
八
月　
　
　

六
日 

井
上　
　

要

八
月　
　

十
七
日 

佐
藤　

ハ
ル

八
月　

二
十
九
日 

秋
山　

梅
子

九
月　
　
　

九
日 

千
葉　

兆
助

九
月　

二
十
四
日 

安
藤
大
五
郎

九
月　
　

三
十
日 

秋
山　

藤
子

十
月　
　
　

七
日 

草
野
千
佐
子

十
月　

二
十
六
日 

中
里
ジ
ュ
ン

十
月　

三
十
一
日 

新
井　

イ
セ

十
一
月　
　

三
日 

山
田　

勝
次

十
一
月　
　

十
日 

馬
田　

正
信

十
一
月　
　

十
日 

設
楽
家

十
一
月　

十
九
日 

雨
倉　

ク
ラ

御
命
日
の
朝
。
本
堂
で
お
経
を
よ

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

本
年
八
月
か
ら
十
一
月
に
節
目
の
年
忌
を
迎
え
る
皆
様
で
す
。
ご
法
要
の
お
申

込
み
は
お
電
話
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ご
不
明
な
点
も
お
気
軽
に
お
寺
に
ご
相
談

下
さ
い
。
ご
都
合
で
ご
法
要
を
な
さ
ら
な
い
場
合
に
は
、
お
塔
婆
を
建
て
て
の

墓
参
供
養
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
様
で
真
心
を
形
に
表
し
ま
し
ょ
う
。

一
周
忌
　
平
成
三
十
年
御
逝
去

◆ 

年
忌
霊
位
（
八
月
〜
十
一
月
ま
で
）

年
忌
に
あ
た
る
御
霊
位

年
忌
に
あ
た
る
御
霊
位

三
回
忌
　
平
成
二
十
九
年
御
逝
去

七
回
忌
　
平
成
二
十
五
年
御
逝
去

十
七
回
忌
　
平
成
十
五
年
御
逝
去

十
三
回
忌
　
平
成
十
九
年
御
逝
去

二
十
三
回
忌
　
平
成
九
年
御
逝
去

二
十
七
回
忌
　
平
成
五
年
御
逝
去

三
十
三
回
忌
　
昭
和
六
十
二
年
御
逝
去
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鎌
倉
の
生
活
（
今
で
も
月
に
四
・
五
回
い
っ
て

い
ま
す
）
、
宗
禅
寺
の
生
活
も
形
が
出
来
上
が

り
、
落
ち
着
い
て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

寺
の
葬
儀
・
法
要
は
和
正
和
尚
が
主
と
な
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
土
曜
講
座
や
宗
禅
寺
で

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
鎌
倉
で
の
用
を
し
て
い
ま

す
。

〇
文
化
展
に
備
え
、
第
二
回
目
の
実
行
委
員
会　

を
開
催
し
ま
し
た
。
三
十
人
の
参
加
。 
３
／
２

〇
朝
粥
坐
禅
会
十
五
人
。
清
浄
心
を
味
わ
い
ま
す
。

新
潟
か
ら
来
客
。
中
野
の
ス
タ
ジ
オ
ア
ル
タ
で

牧
三
千
子
さ
ん
の
無
言
劇
。 

３
／
３

〇
土
曜
講
座　

鎌
倉
禅
の
講
師
ほ
ぼ
決
定
。
羽

村
・
瑞
穂
の
土
地
有
効
活
用
検
討
。 

３
／
４

〇
鎌
倉　

大
覚
録
を
読
む
会
へ
。 

３
／
５

〇
禅
セ
ン
タ
ー　

体
操
へ
。
大
盛
況 

３
／
８

〇
川
崎　

災
害
支
援
托
鉢
。
写
経
の
会
四
十
人
。

俳
句
の
会
五
人
。
二
時
四
十
六
分
、
東
日
本
大

震
災
追
悼
復
興
法
要
。
和
尚
十
四
人
を
含
め
、

六
十
人
で
し
め
や
か
に
読
経
。 

３
／
11

〇
鎌
倉
・
松
ヶ
岡
文
庫
役
員
会
。
日
本
橋
高
島
屋

で
手
塚
雄
二
展
。 

３
／
13

〇
横
浜
高
島
屋
で
河
村
喜
史
展
。
東
慶
寺
で
鎌
禅

会
（
横
田
円
覚
寺
管
長
の
仏
光
録
） 

３
／
14

〇
坐
禅
会
十
八
人
。
発
送
作
業
し
て
い
た
だ
く
。

い
つ
も
な
が
ら
、
感
謝
で
す
。 

３
／
16

〇
鎌
倉
て
ら
こ
や
感
謝
祭　

於
大
仏 

３
／
17

〇
春
の
彼
岸　

早
朝
坐
禅
会
。
二
十
四
日
ま
で
。
毎

回
七
・
八
人
で
す
が
、
続
い
て
い
ま
す
。 
３
／
18

〇
春
の
文
化
展
準
備　

六
十
人
の
出
品
者
の
方
々

で
。
一
時
に
お
経
。
三
時
完
了 

３
／
20

〇
春
の
文
化
展　

二
十
四
日
ま
で
。
多
士
済
々
。

四
日
間
で
受
付
八
百
三
十
人
。
関
係
者
を
入
れ

る
と
、
千
人
を
超
す
参
加
見
学
。
並
木
恒
延
さ

ん
芸
術
院
賞
受
賞
の
大
朗
報
。　
　

〇
山
田
知
未
・
伊
藤
恭
子
さ
ん
来
山
。
文
化
展
終

了
後
、
福
生
萬
蔵
へ
。
淑
子
さ
ん
も 

３
／
24

〇
湯
島
麟
祥
院
小
川
先
生
臨
済
録
講
義 

３
／
25

〇
う
ど
ん
教
室
加
藤
組　

花
展
打
ち
合
わ
せ
。
花

供
養
の
準
備
始
ま
る
。 

３
／
26

〇
武
陽
ガ
ス
山
下
光
一
氏
社
葬
へ
。
立
川
。　
 
３
／
27

〇
鎌
倉
禅
研
究
会　

舘
・
小
島
先
生
。
八
時
、
高

円
寺
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
小
林
伴
子
・
遠
藤
綾
子
さ

ん
の
フ
ラ
メ
ン
コ
へ
。 

３
／
28

●
三
月
の
来
山
者
は
、
お
彼
岸
・
文
化
展
も
あ
り
、

四
五
〇
四
人
で
し
た
。
お
寺
に
沢
山
の
方
が
来

て
く
れ
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

〇
鴬
谷　

円
光
寺
で
法
要
・
葬
儀
座
談
会 
４
／
４

〇
文
化
展　

反
省
会
二
十
二
人
。 

４
／
５

〇
花
ま
つ
り　

花
活
け
こ
み
午
前
中
、
午
後
よ
り

花
展
始
ま
る
。
木
彫
教
室
、
坐
禅
会 

４
／
６

〇
朝
粥
坐
禅
会
。
花
供
養
。
今
日
の
来
山
者
百
人
。 

 

４
／
７

〇
花
ま
つ
り
・
花
供
養
・
琴
ラ
イ
ブ
。
お
釈
迦
様

の
誕
生
を
祝
し
て
、
全
員
で
読
経
、
御
詠
歌
奉

詠
。
鳳
友
会
琴
ラ
イ
ブ
。
上
原
瑞
光
さ
ん
花
活

け
こ
み
実
演
。
百
二
十
人
で
盛
大
な
花
ま
つ
り
。

お
寺
が
〝
皆
の
衆
・
皆
の
寺
〞
に
な
っ
た
こ
と

を
実
感
。 

４
／
８

〇
い
わ
き
・
龍
春
寺
本
堂
落
慶
式
へ
。
和
正
和
尚
、

長
福
寺
渡
辺
師
と
共
に
。
夜
、
並
木
恒
延
さ
ん

御
祝
い
打
ち
合
わ
せ
。 

４
／
10

〇
鎌
倉
禅
研
究
会　

高
橋
秀
栄
先
生
、
彭
丹
さ
ん
。

終
わ
っ
て
尾
崎
で
一
献
。 

４
／
11

〇
蓮
植
え
か
え
三
鉢
。
滴
水
道
場
、
看
板
書
く
。

竹
田
博
志
さ
ん
訃
報
。 

４
／
12

〇
横
須
賀
中
央
斎
場
で
竹
田
博
志
さ
ん
読
経
後
、

日
本
経
済
新
聞
社
の
方
々
で
一
献 

４
／
13

〇
建
長
寺
住
職
研
修
会　

中
華
街
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
。

中
味
の
濃
い
研
修
。 

４
／
16
〜
17

〇
鎌
倉
塾　

建
長
寺
で
の
お
話
し
。 

４
／
17

〇
上
野
・
宋
雲
院　

佐
々
木
閑
先
生
〝
釈
迦
〞。

三
ツ
井
記
念
美
術
館
「
円
覚
寺
の
至
宝
」
展
開

幕
式
へ
。 

４
／
19

正
俊
閑
栖
和
尚
の
寺
日
記
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〇
花
展
反
省
会　

皆
で
般
若
心
経
。
車
屋
の
お
弁

当
。
宗
禅
寺
を
桜
の
寺
に
宣
言
。 

４
／
22

〇
う
ど
ん
教
室（
現
在
二
組
）、い
つ
も
出
来
た
て
の
美

味
し
い
う
ど
ん（
そ
ば
）頂
戴
。 

４
／
23

〇
建
長
寺
詠
歌
講
研
修
旅
行
に
参
加
。〝
時
頼
伝
説
と

恐
山
〞
弘
前
城
桜
の
満
開
の
中
、
長
尾
圭
さ
ん
夫

妻
に
会
う
。
び
っ
く
り
、
嬉
し
い
。 
４
／
24
〜
26

〇
禅
林
寺
さ
ん
で
中
里
介
山
忌
。
法
要
・
墓
参
、

島
田
秀
男
さ
ん
講
演
、
菊
地
洋
子
さ
ん
講
談

「
玉
川
上
水
物
語
」
、
本
堂
・
ホ
ー
ル
も
満
員
。

土
曜
講
座
合
同
事
業
。
七
十
人
の
参
加 
４
／
28

〇
大
船
・
い
ろ
は
で
鎌
倉
塾
企
画
会
議 

４
／
29

●
四
月
の
来
山
者
は
一
二
三
七
人
で
し
た
。
花
ま

つ
り
、
花
供
養
が
盛
大
に
で
き
ま
し
た
。

〇
写
経
の
会　

令
和
元
年
初
め
て
の
会 

５
／
１

〇
望
月
敬
生
さ
ん
、
彭
丹
さ
ん
の
本
、
原
稿
二
つ

完
成
。
や
れ
や
れ
、
ほ
っ
と
。 

５
／
２

〇
丸
和
育
英
会
、
橋
本
忠
夫
さ
ん
来
山 

５
／
４

〇
朝
粥
坐
禅
会
二
十
二
人
の
満
衆
。 

５
／
５

〇
湯
島
麟
祥
院　

小
川
先
生
臨
済
録
、
宇
和
島
大

乗
寺
の
老
師
初
対
面
。
国
立
高
出
身 

５
／
６

〇
宮
島
・
大
聖
院
結
婚
式
。
前
日
は
縮
景
園
か
ら

い
と
こ
の
お
店
「
清
川
」
へ
。
当
日
は
宮
島
の

大
聖
院
へ
。
結
婚
式
に
出
て
、
広
島
原
爆
の
碑

を
お
参
り
し
て
披
露
宴
へ
。 

５
／
７
〜
８

〇
豊
橋
・
正
宗
寺
津
送
（
お
葬
式
）。
終
わ
っ
て
、

老
津
の
大
平
寺
表
敬
訪
問
。
陶
器
頂
戴
。 ５
／
10

〇
孫　

ル
リ
・
カ
ノ
と
竹
の
子
掘
り
。
三
ツ
井
記

念
美
術
館
円
覚
寺
展
と
講
座
、
浅
見
龍
介
さ
ん
。

宗
禅
寺
土
曜
坐
禅
会
二
十
二
人
。 

５
／
11

〇
鎌
倉
禅
居
院
、
先
住
職
法
要
。
昭
島
廣
福
寺
和

尚
と
食
事
。
種
々
意
見
交
換
。 

５
／
14

〇
上
野
・
東
博
で
東
寺
展
。
玄
侑
宗
久
さ
ん
、
と

遭
遇
。
来
年
の
土
曜
講
座
依
頼
。 

５
／
15

〇
建
長
寺
小
方
丈
「
大
覚
録
」
、
東
慶
寺
で
鎌
禅

会
「
仏
光
録
」
。
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
時 
５
／
16

〇
梅
林
さ
ん　

整
理
棚
納
入
。
部
屋
整
理
。 ５
／
17

〇
土
曜
講
座
・
木
彫
教
室
・
土
曜
坐
禅
会
。
講
座

は
多
摩
自
慢
と
江
ノ
電
。
石
川
義
郎
・
深
谷
研

二
さ
ん
。 

５
／
18

〇
昭
島
・
廣
福
寺　

宗
雪
和
尚
の
三
十
三
回
忌
。

帰
山
し
て
、
写
経
会
・
御
詠
歌
講
。 

５
／
21

〇
銀
座
ラ
イ
オ
ン
で
竹
田
博
志
さ
ん
偲
ぶ
会
。
建

長
寺
雲
龍
図
で
お
世
話
に
な
る
。 

５
／
23

〇
禅
セ
ン
タ
ー
体
操
教
室
に
参
加
。 

５
／
24

〇
三
ツ
井
記
念
美
術
館
・
講
座
、
終
わ
っ
て
淑
子

さ
ん
と
銀
ブ
ラ
。
食
事
。 

５
／
25

〇
伊
勢
原
、
能
満
寺
本
堂
山
門
落
慶
式
へ
。
和
正

和
尚
の
車
で
。
助
か
り
ま
す
。 

５
／
27

〇
鎌
倉
芸
術
館
で
鎌
倉
て
ら
こ
や
総
会
。
後
、
お

疲
れ
さ
ん
会
。
若
い
人
頼
も
し
い 

５
／
28

〇
寺
子
屋
委
員
会　

勉
強
会
。
秋
山
義
徳
市
議
初

参
加
。
結
婚
四
十
周
年
記
念
日
。 

５
／
29

〇
鎌
倉
禅
研
究
会
で
建
長
寺
へ
。
講
師
は
三
浦
浩

樹
・
川
本
慎
自
両
先
生
。
鈴
屋
で
一
献
。 
５
／
30

●
五
月
、
い
ろ
い
ろ
忙
し
い
月
で
し
た
。
来
山
さ

れ
た
方
九
七
四
人
で
し
た
。

〇
三
ツ
井
記
念
美
術
館
で
梅
沢
惠
さ
ん
の
講
義
。

ビ
ー
ル
小
屋
鳳
友
会
慰
労
会
で
徹
っ
さ
ん
の
イ

ト
コ
栗
原
宣
幸
さ
ん
に
会
う
。
感
激
。 
６
／
１

〇
鎌
倉
塾　

企
画
会
議
で
大
船
へ
。
大
い
に
盛
り

上
が
る
。
若
き
良
き
友
と
。 

６
／
４

〇
五
日
市　

長
島
邸
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

６
／
５

〇
須
坂
市
豊
樂
庵　

滴
水
道
場
開
単
落
慶
。
高
井

家
三
人
、
梅
林
親
子
、
渡
辺
さ
ん
。
と
て
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
楽
し
い
会
で
し
た
。
私
は
残
っ

て
高
山
温
泉
の
山
田
館
泊
。 

６
／
６
〜
７

〇
柏
崎
市
高
柳
町　

貞
観
園
（
史
跡
庭
園
）
評
議

員
会
へ
。
草
花
の
柴
田
正
文
さ
ん
に
送
っ
て
い

た
だ
く
。
七
時
発
十
時
着
。
じ
ゅ
ん
の
び
村
で

昼
食
。
貞
観
園
行
く
た
び
に
綺
麗
。 

６
／
８

〇
鎌
倉
・
松
ヶ
岡
文
庫
評
議
員
会
。
将
来
の
展
望

が
示
さ
れ
る
。
任
期
あ
と
二
年
。
午
後
三
時
か

ら
麟
祥
院
小
川
先
生
勉
強
会
。 

６
／
10

●
長
徳
寺
住
職
甘
来
誼
章
和
尚
遷
化
。
七
十
五
歳
。 

 

６
／
18
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和
正
和
尚
日
單

〇
ご
祈
祷　

施
主
さ
ん
の
依
頼
に
て
薬
師
堂
に
て

ご
祈
祷
。
大
般
若
経
、
薬
師
真
言 

３
／
８

〇
土
曜
講
座　

武
政
健
太
郎
さ
ん
と
新
井
二
郎
さ

ん
。 

３
／
９

〇
消
防　

晩
に
消
防
の
役
員
会
へ 

３
／
９

〇
托
鉢　

三
月
十
一
日
、
被
災
地
へ
の
義
援
金

　

の
托
鉢
を
羽
村
川
崎
地
区
で
行
う
。
僧
侶
八

人
。
二
時
四
十
六
分
か
ら
写
経
会
の
皆
様
と

追
善
供
養
法
要
も
一
緒
に
。 

３
／
11

〇
護
持
会
清
掃　

彼
岸
前
の
境
内
清
掃
。
護
持

　

会
と
薬
師
講
有
志
の
皆
様
と
。
お
昼
は
う
ど
ん

教
室
の
皆
様
の
う
ど
ん
。 

３
／
12

〇
篆
刻　

伯
母
が
先
生
を
し
て
い
る
篆
刻
教
室
へ
。

ま
だ
ま
だ
手
取
り
足
取
り
教
え
て
い
た
だ
か
な

い
と
、
で
き
ま
せ
ん
。 

３
／
13

〇
そ
う
ぜ
ん
じ
便
り　

彼
岸
号
完
成
。
発
送
一
一

〇
〇
通
。
発
送
作
業
。 

３
／
17

〇
彼
岸
早
朝
坐
禅
会　

二
十
四
日
ま
で
毎
朝
坐
禅

会
。 

３
／
18

〇
瑠
璃
花
と
花
音　

娘
た
ち
が
春
休
み
に
入
る
。

と
し
ま
え
ん
に
お
出
か
け
。 

３
／
18

〇
文
化
展
準
備　

午
後
に
島
田
文
庫
長
と
文
化
展

特
別
展
の
作
品
を
ご
自
宅
に
う
か
が
い
、
お
預

か
り
す
る
。 

３
／
19

〇
文
化
展
搬
入　

春
の
文
化
展
作
品
の
搬
入
。
搬

入
前
に
本
堂
で
一
同
、
般
若
心
経
で
御
本
尊
様

に
手
を
合
わ
す
。 

３
／
20

〇
春
の
文
化
展　

今
年
は
羽
村
ア
ー
ト
。
地
元
ゆ

か
り
の
皆
様
の
特
別
展
。
四
日
間
開
催
。

 

３
／
21
〜
24

〇
消
防　

一
分
団
総
会
。
年
度
末
で
す
。 
３
／
23

〇
文
化
展　

展
覧
会
も
終
わ
り
、
お
預
か
り
し
て

い
た
作
品
を
ご
自
宅
に
返
却
す
る
。 

３
／
25

〇
花
祭
り
花
展　

午
後
か
ら
花
展
の
打
ち
合
わ
せ
。

華
道
会
の
皆
様
と
。 

３
／
26

〇
立
川
パ
レ
ス
ホ
テ
ル　

福
生
武
陽
ガ
ス
の
山
下

さ
ん
の
社
葬
に
て
読
経
。
僧
侶
八
名
。 
３
／
27

〇
谷
中　

綾
子
さ
ん
と
娘
た
ち
と
谷
中
の
墓
参
り

へ
。 

３
／
29

〇
消
防　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
入
退
団
式
。
新
入
団
員
二

名
。
二
人
と
も
大
野
君
。
本
年
度
よ
り
部
長
に

な
る
。 

３
／
31

〇
色
　々

伊
勢
原
能
満
寺
さ
ん
、
本
堂
落
慶
の
ご

祝
儀
を
直
接
お
届
け
。
大
船
ひ
が
し
幼
稚
園
、

文
化
展
の
作
品
返
却
。
鵠
沼
海
岸
、
花
祭
り
に

使
う
花
器
を
上
原
先
生
の
ご
自
宅
に
お
預
か
り

に
上
が
る
。 

４
／
３

〇
花
見　

消
防
で
花
見
。
天
気
良
く
、
外
で
で
き

た
。
け
ん
ち
ん
汁
。 

４
／
４

〇
梅
林
さ
ん
親
子　

花
祭
り
用
の
花
器
を
本
堂
玄

関
前
に
作
成
し
て
下
さ
る
。 

４
／
５

〇
文
化
展
打
ち
上
げ　

客
殿
で
昼
か
ら
打
ち
上
げ

反
省
会
。
鉢
の
木
の
お
弁
当
。 

４
／
５

〇
花
祭
り
花
展　

午
前
中
に
花
の
活
け
込
み
。
三

日
間
開
催
。 

４
／
６
〜
８

〇
花
祭
り
法
要　

中
根
喜
美
子
さ
ん
鳳
友
会
の
筝

の
演
奏
、
御
詠
歌
、
法
話
、
上
原
先
生
の
活
け

込
み
。
今
年
も
本
堂
花
い
っ
ぱ
い
、
人
い
っ
ぱ

い
。 

４
／
８

〇
三
芳
町
・
多
福
寺　

叔
父
に
あ
た
る
晃
明
和
尚

の
一
周
忌
へ
。
石
塔
完
成
し
、
法
要
後
納
骨
。

 

４
／
９

〇
い
わ
き
・
龍
春
寺　

本
堂
落
慶
式
の
た
め
正
俊

和
尚
、
入
間
長
福
寺
和
尚
様
と
一
緒
に
車
で
い

わ
き
へ
。
導
師
は
龍
澤
寺
の
後
藤
榮
山
老
師
。

老
師
を
囲
ん
で
夕
食 

４
／
９
〜
10

〇
消
防　

春
の
お
祭
り
の
警
戒
へ
。
子
供
達
に
お

菓
子
。 

４
／
14

〇
住
職
研
修
会　

横
浜
で
本
山
の
研
修
会
。
鈴
木

佐
さ
ん
、
彭
丹
先
生
、
野
火
止
平
林
寺
松
竹
老

師
等
、
講
師
多
彩
。 

４
／
16
〜
17

〇
書
道　

月
一
回
宗
禅
寺
で
書
道
を
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
。 

４
／
18

〇
上
野　

宋
雲
院
さ
ん
で
佐
々
木
閑
先
生
に
よ
る
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お
釈
迦
様
の
勉
強
会
。
正
俊
和
尚
と
。
銀
座
、

三
ツ
井
記
念
美
術
館
で
の
「
円
覚
寺
展
」
開
会

式
へ
。 

４
／
19

〇
八
王
子　

晩
に
八
王
子
で
廣
徳
寺
さ
ん
と
モ
ー
リ

ス
君
と
龍
澤
旧
友
会
。先
輩
四
名
と
。 

４
／
21

〇
花
展
反
省
会　

宗
禅
寺
で
花
祭
り
花
展
の
反
省

会
と
福
生
・
清
岩
院
で
幹
事
会
。
発
熱
で
欠
席
。

 

４
／
22

〇
雨
間
地
蔵
院　

西
東
京
臨
済
会
幹
事
会
。研
修
会

の
案
内
状
、三
月
の
托
鉢
の
御
礼
状
を
会
員
寺
院

様
に
発
送
。研
修
旅
行
の
幹
事
に
な
る
。 

４
／
25

〇
あ
き
る
野
・
能
満
寺　

山
門
落
慶
・
伊
藤
元
聡

和
尚
晋
山
式
へ
。
伊
藤
和
尚
さ
ん
は
保
育
園
の

園
長
先
生
。 

４
／
27

〇
土
曜
講
座　

禅
林
寺
さ
ん
で
中
里
介
山
忌
。
法

要
墓
参
と
、
島
田
文
庫
長
の
講
演
、
菊
地
さ
ん

の
講
談
「
玉
川
上
水
物
語
」 

４
／
28

〇
花
音　

晩
に
喉
が
か
ゆ
く
な
り
、
顔
に
蕁
麻

疹
？　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
か
？
青
梅
総
合
へ
。

 

４
／
29

〇
宗
禅
寺　

都
内
の
友
人
が
来
訪
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
。
友
人
の
友
人
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
人
の
親
子

も
一
緒
に
参
加
。
お
酒
と
食
べ
物
で
言
葉
の
壁

を
越
え
る
。 

５
／
１

〇
横
浜　

綾
子
さ
ん
と
子
供
達
と
横
浜
へ
。流
石
に

人
手
が
す
ご
い
。野
毛
山
動
物
園
等
。 

５
／
２

〇
保
護
司　

川
西
、
宮
沢
正
弘
さ
ん
来
山
。
保
護

司
就
任
の
依
頼
を
受
け
る
。
受
諾 

５
／
３

〇
宗
禅
寺　

坐
禅
会
二
十
名
。 

５
／
４

〇
朝
粥
坐
禅
会　

Ｇ
Ｗ
も
な
ん
の
そ
の
、
二
十
二

名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
く
。
坐
禅
後
に
お
粥
。

 

５
／
５

〇
谷
中　

両
親
、
兄
夫
婦
家
族
と
過
ご
す
。
一
歳

の
清
正
君
の
食
欲
が
す
ご
い
。 

５
／
５

〇
戯
縁
会　

谷
中
興
禅
寺
で
若
手
僧
侶
で
自
主
勉

強
会
。
法
式
と
日
本
禅
宗
史
。 

５
／
８

〇
坐
禅
研
修　

十
時
〜
十
一
時
半
で
宗
禅
寺
で
福

生
第
四
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
坐
禅
研
修
。
親

御
さ
ん
合
わ
せ
て
十
五
名
ほ
ど
。
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

５
／
11

〇
羽
村
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ　

今
回
で
四
回
目
の

参
加
で
す
。
ス
コ
ア
１
５
６ 

５
／
15

〇
消
防　

動
物
園
駐
車
場
で
分
団
全
体
訓
練
。

 

５
／
16

〇
土
曜
講
座　

石
川
義
郎
さ
ん
と
江
の
島
電
鉄
の

前
社
長
深
谷
様
。 

５
／
18

〇
建
長
寺　

青
少
年
委
員
会
。
午
前
中
の
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
は
荒
天
に
よ
り
消
防
署
側
か
ら
キ
ャ

ン
セ
ル
。
午
後
か
ら
会
議
。
７
月
の
お
泊
り
子

供
会
の
こ
と
。 

５
／
21

〇
谷
中　

興
禅
寺
施
餓
鬼
法
要
荷
担
。
受
付
と
読

経
。 

５
／
22

〇
消
防　

富
士
見
公
園
で
規
律
・
ポ
ン
プ
操
法
訓

練
。
暑
い
。 

５
／
26

〇
伊
勢
原
・
能
満
寺　

本
堂
と
山
門
の
落
慶
法
要

へ
正
俊
和
尚
と
。 

５
／
27

〇
消
防　

ポ
ン
プ
操
法
審
査
会
へ
の
訓
練
開
始
。

週
四
日
。
大
会
は
お
盆
中
の
七
月
十
四
日
。
一

週
間
で
い
い
か
ら
日
程
ず
ら
し
て
欲
し

い
・
・
・ 

５
／
27

〇
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ　

市
役
所
と
福
ら
笑
さ
ん
が

来
山
。
今
年
も
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
宗
禅
寺
で

開
催
致
し
ま
す
。 

５
／
28

〇
寺
子
屋
委
員
会　

文
化
展
以
来
久
し
ぶ
り
の
寺

子
屋
委
員
会
。
秋
山
義
徳
さ
ん
が
途
中
か
ら
参

加
し
て
下
さ
る
。 

５
／
29

〇
朝
粥
坐
禅
会　

十
六
名
参
加
。 

６
／
２

〇
須
坂
市
・
豊
楽
庵　

高
津
ド
ロ
テ
ー
さ
ん
の
信

州
須
坂
・
豊
楽
庵
に
て
滴
水
道
場
の
落
成
式
。

父
、
母
、
梅
林
さ
ん
親
子
、
坐
禅
会
渡
辺
さ
ん

と
。
夕
方
か
ら
儀
式
。
真
言
宗
の
僧
侶
が
導
師

で
し
た
。 

６
／
６

〇
建
長
寺　

法
話
大
会
で
法
話
。
「
令
和
を
迎
え

て
」
と
い
う
基
本
テ
ー
マ
が
あ
り
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
令
和
を
法
話
。 

６
／
８

〇
薬
師
講　

晩
に
役
員
会
。
七
月
十
五
日
施
餓
鬼
、

灯
籠
流
し
等
の
協
議
。 

６
／
16
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〝
お
寺
か
ら
皆
様
へ
〞
墓
地
使
用
権
の
継
承
に
つ
い
て

宗
禅
寺
　
高
井  

和
正

　

昨
今
「
墓
じ
ま
い
」
や
「
散
骨
」
と
い
う
言
葉

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少
子
化
や
各

ご
家
庭
の
ご
事
情
に
よ
り
、
先
祖
代
々
の
お
墓
を

次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
実
情
が
あ
り
ま
す
。
永
代
供
養
の
合

同
墓
の
ご
使
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
寺
か
ら
皆
様
に
、

お
墓
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
こ
と
を

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
墓
と
は
、
人
の
亡
骸
を
納
め
る
場
所
で
す
。

お
墓
を
所
有
す
る
お
家
が
存
続
す
る
限
り
未
来
永

劫
、
そ
の
土
地
の
使
用
権
を
墓
地
の
管
理
者
が
認

め
て
い
る
も
の
で
す
。
但
し
、
そ
の
土
地
の
使
用

の
用
途
を
お
墓
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
限
定
し

て
ま
す
。

　

お
墓
の
建
っ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
は
墓
地
の

管
理
者
（
宗
禅
寺
等
）
に
な
り
ま
す
が
、
土
地
の

使
用
権
と
お
墓
の
石
塔
は
お
墓
を
建
て
た
方
ご
本

人
の
持
ち
物
と
な
り
、
相
続
継
承
し
て
い
く
自
己

財
産
と
な
り
ま
す
。

　

お
墓
を
使
用
す
る
ル
ー
ル
に
関
し
て
は
「
墓

地
・
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
法
律
上

の
最
低
限
の
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は

墓
地
の
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
、
墓
地
管
理
者
の

規
定
す
る
規
則
に
則
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。
宗
禅

寺
の
境
内
に
お
墓
を
所
有
さ
れ
て
い
る
皆
様
は
、

宗
禅
寺
の
墓
地
の
規
則
を
守
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
内
に
あ
る
羽
村
市
が
運

営
し
て
い
る
富
士
見
霊
園
の
場
合
も
、
霊
園
使
用

規
則
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
書
類
の
提
出
や
使

用
料
の
納
付
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
宗
禅
寺
霊
園
墓
地
の
場
合
に
つ
い
て

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
墓
の
使
用
権
の
継
承
は
、
ど
な
た
か
一
人
の

方
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
宗
禅
寺
墓

地
の
場
合
は
、
ご
兄
弟
や
ご
親
族
共
同
で
一
つ
の

お
墓
を
継
承
・
使
用
さ
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

〇
共
同
使
用
す
る
に
は
お
互
い
の
了
承
が
必
要

　

例
え
ば
ご
兄
弟
で
共
同
使
用
す
る
場
合
は
、
ご

兄
弟
同
士
の
ご
了
承
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
健
在
で
あ

れ
ば
ご
両
親
、
さ
ら
に
ご
結
婚
さ
れ
て
い
れ
ば
奥

様
（
檀
那
様
）
の
ご
了
承
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
夫
婦
の
お
互
い
の
ご
実
家
の
ご
両
親
を

同
じ
お
墓
に
埋
葬
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
い
ず

れ
の
場
合
も
、
共
同
で
ご
使
用
い
た
だ
く
皆
様
で

一
緒
に
お
寺
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
の
旨
を
お

伝
え
い
た
だ
け
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

　

宗
禅
寺
に
永
代
供
養
墓
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
墓
地
の
入
口
の
六
地
蔵
様
の
は
す
向

か
い
、
竹
林
の
と
な
り
に
建
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
現
在
は
墓
じ
ま
い
を
さ
れ
る
方
等
、
限
定
的

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
共
同
の
永
代
供
養
塔
を
新
し
く
設

け
る
必
要
性
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
お
墓
の
後
継

者
の
お
ら
れ
な
い
皆
様
や
、
後
継
者
が
お
ら
れ
て

も
、
時
代
を
経
て
、
ご
自
分
の
お
墓
の
納
骨
堂
の

中
が
お
遺
骨
で
一
杯
に
な
っ
た
場
合
に
お
使
い
い

た
だ
く
供
養
墓
で
す
。

◆
お
墓
と
は
？

◆
お
墓
の
使
用
権
の
継
承
は
一
人
に
限
ら
ず
、

　
ご
兄
弟
や
ご
親
族
共
同
で
も
可
能
で
す

◆
共
同
永
代
供
養
塔
に
つ
い
て
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前回繰越 31，021円
収　　入 120，858円
  
支　　出 120，000円 
　　内　訳 30，000円  羽村市社会福祉協議会様 
 30，000円  あしなが東日本大震災遺児支援募金様
 30，000円  西東京臨済会災害支援部様

 30，000円  建長寺観音募金様

繰　　越 31，879円

　皆様からの募金、お賽銭をこのように使って
います。ご協力ありがとうございます。

宗禅寺観音募金
（平成31年3月9～令和元年6月27日）

　

最
近
流
行
し
て
い
る
散
骨
で
す
が
、
現
状
で
は

死
体
遺
棄
に
は
な
ら
な
い
と
の
見
解
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
法
律
的
に
ま
だ
ま
だ
整
備
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
将
来
的
に
は
禁
止
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
す
で
に
自
治
体
の

条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
）。

散
骨
す
る
場
所
と
し
て
は
、
山
林
、
海
、
河
川
の

三
カ
所
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
山
林
の
場
合
は
土

地
の
個
人
の
所
有
者
様
も
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

近
く
で
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
散

骨
に
よ
っ
て
風
評
被
害
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
海
や
河
川
は
公
共
の
場
所
で
あ
り
、
特

に
海
は
漁
業
を
営
ん
で
い
る
方
々
と
の
関
係
も
出

て
き
ま
す
。
海
産
物
の
養
殖
な
ど
を
し
て
い
る
海

に
、
お
遺
骨
を
撒
い
て
し
ま
う
と
い
う
行
為
は
、

漁
業
関
係
者
に
と
っ
て
は
迷
惑
そ
の
も
の
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。　
　

　

散
骨
は
自
然
に
立
ち
返
る
と
い
う
点
で
、
非
常

に
好
意
的
に
見
ら
れ
て
い
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
散
骨
し
よ
う
と
し
て
い

る
そ
の
場
所
を
生
活
の
基
盤
に
し
て
お
ら
れ
る

方
々
の
お
気
持
ち
も
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
実
際
に

は
あ
ま
り
現
実
的
な
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
墓
の
継
承
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
ご
家
族
皆

様
で
話
し
合
い
の
お
時
間
を
お
取
り
い
た
だ
く
こ

と
が
一
番
大
切
で
す
。
ご
両
親
の
ご
希
望
と
ご
子

息
様
の
ご
希
望
が
合
わ
な
い
場
合
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
の
お
墓
に
対
す
る
考
え
方
を
理

解
し
合
い
、
お
互
い
に
と
っ
て
最
善
の
道
を
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
代
で
は
会
社
勤
め
の
人
が
増
え
、
仕
事
で
の

転
勤
な
ど
、
親
御
さ
ん
と
ご
子
息
様
の
生
活
の
基

盤
が
全
く
違
う
場
所
に
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

昔
の
よ
う
に
先
祖
代
々
の
お
墓
を
し
っ
か
り
と
守

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
の

は
確
か
で
す
。

　

宗
禅
寺
と
し
て
は
、
現
在
お
寺
に
お
墓
を
所
有

さ
れ
て
い
る
皆
様
は
、
貴
重
な
お
墓
を
既
に
所
有

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
一
人
様
で
の

継
承
が
難
し
い
場
合
は
、
ご
兄
弟
や
ご
親
族
皆
様

の
共
同
で
の
所
有
、
継
承
を
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

み
ん
な
で
一
つ
の
お
墓
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く

時
代
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

宗
禅
寺
境
内
の
福
生
側
の
墓
地
に
ま
だ
空
き
が

ご
ざ
い
ま
す
。
お
寺
に
納
め
て
い
た
だ
く
使
用
料

は
少
々
お
高
い
で
す
が
、
一
区
画
百
五
十
万
円
に

な
り
ま
す
。
他
に
も
、
標
準
よ
り
少
し
狭
い
区
画

も
あ
り
、
こ
ち
ら
の
使
用
料
は
ご
相
談
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
お
寺
ま
で
ご
見
学
に
お
越
し
下

さ
い
。

　

ま
た
、
宗
禅
寺
の
墓
地
を
ご
使
用
さ
れ
て
い
な

い
皆
様
も
、
お
墓
の
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
宗
禅
寺
に
は
ペ
ッ
ト
の
動
物
の
お
遺

骨
を
埋
葬
す
る
お
墓
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近

い
う
ち
に
、
境
内
墓
地
内
に
ペ
ッ
ト
供
養
墓
を
建

立
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
続
報
を
お
待
ち

下
さ
い
。

◆
散
骨
に
つ
い
て

◆
大
切
な
こ
と
は

◆
宗
禅
寺
墓
地
の
現
在

◆
ペ
ッ
ト
の
供
養
墓
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皆
の
衆
・
皆
の
寺
。
「
み
ん
な
で
創
ろ
う
、

地
域
の
文
化
を
、
人
か
ら
歴
史
か
ら
」
。
学
び

を
楽
し
む
場
で
す
。
お
で
か
け
下
さ
い
。
お
茶

代
三
〇
〇
円
。
学
生
さ
ん
無
料
。
予
約
不
要
。

◆
第
三
十
四
回　
七
月
二
十
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

・
多
摩
川
漁
協
の
仕
事

奥
多
摩
漁
協
副
組
合
長　

浜
中
喜
久
雄
さ
ん

・
多
摩
川
と
魚
の
魅
力

東
京
海
洋
大
学 

客
員
教
授 

奥
山
文
弥
先
生

◆
第
三
十
五
回
　
八
月
二
十
四
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

・
ビ
オ
ラ
演
奏 

田
村
し
お
り
さ
ん

・
中
根
吾
一
少
尉
と
終
戦
秘
話　
 

 

 

中
根　

康
雄
さ
ん

　

※
皆
さ
ん
か
ら
も
終
戦
秘
話
を
お
話
し
下
さ
い
。

◆
第
三
十
六
回　
九
月
十
四
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

・
宗
禅
寺
薬
師
堂
の
こ
と 

閑
栖　

高
井
正
俊

・
仏
像
の
話
し
― 

薬
師
如
来
・
運
慶

　
　
　
　

清
泉
女
子
大
学
教
授　

山
本
勉
先
生

◆
第
三
十
七
回　
十
月
十
九
日（
土
）十
三
時
〜
十
六
時

・
仏
教
講
座 

住
職　

高
井
和
正

・
私
の
し
て
い
る
事 

―
放
射
線
と
最
新
医
療
―

　

テ
ク
ノ
ラ
ン
ド
社
長　

清
水　

孝
志
さ
ん

・
法
話
「
仏
教
の
こ
と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
」

　
　
　

青
梅
市　

曹
洞
宗　

聞
修
院　
　

住
職　

田
中
正
哉
師

　

平
成
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
研
究
会
も
お
か
げ

さ
ま
で
百
五
十
回
を
越
え
ま
し
た
。皆
様
の
変
わ
ら

ぬ
勉
学
心
の
も
と
、継
続
し
て
お
り
ま
す
。お
か
げ

さ
ま
で
彭
丹
先
生
の
蘭
渓
語
録
現
代
語
訳
も
完
成

に
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続
き
お
出

か
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
、御
案
内
致
し
ま
す
。又
、お

知
り
合
い
の
方
に
ぜ
ひ
、お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま

す
。資
料
代
五
百
円
と
会
場
寺
院
の
拝
観
料
を
ご

負
担
を
い
た
だ
き
ま
す
。予
約
不
要
で
す
。

◆
第
百
五
十
五
回　
七
月
十
八
日（
木
） 

於
建
長
寺
應
供
堂

・
豊
後
の
国
と
建
長
寺　

蘭
渓・中
厳・大
拙・定
山
寂
而

建
長
寺
調
査
員　

鈴
木　

佐　

先
生

・
鎌
倉
文
化
と
大
分
・
万
寿
寺

大
分
市
教
育
委
員
会
参
事　

坪
根　

伸
也　

先
生

◆
第
百
五
十
六
回
　
八
月
二
十
二
日（
木
）於
建
長
寺
應
供
堂

・
御
家
人
安
達
氏
と
中
世
の
鎌
倉

金
沢
文
庫
学
芸
員　

貫
井
裕
惠　

先
生

・
鎌
倉
の
禅
寺
と
神
祇
―
江
島
明
神
・
鶴
岡
八
幡
―

鎌
倉
国
宝
館
館
長　

鈴
木　

良
明　

先
生

◆
第
百
五
十
七
回
　
九
月
十
九
日（
木
） 

於
建
長
寺
應
供
堂

・
禅
宗
渡
来
以
前
の
鎌
倉
仏
教

早
稲
田
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　
　

広
福
寺
副
住
職　

白
川　

宗
源　

師

・
鎌
倉
仏
教
と
蒙
古
襲
来

東
京
大
学
講
師　

大
塚　

紀
弘　

先
生

◆
第
百
五
十
八
回
　
十
月
十
七
日（
木
） 

於
建
長
寺
應
供
堂

・
達
磨
さ
ん
と
聖
徳
太
子
（
仮
題
）

明
星
大
学
助
教　

芳
沢　

元　

先
生

・
中
世
の
喫
茶
文
化　

京
都
府
茶
業
会
議
所
理
事　

橋
本　

素
子　

先
生

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

土
曜
講
座
の
お
知
ら
せ

鎌
倉
禅
研
究
会
開
講
の
お
知
ら
せ

鎌
倉
禅
研
究
会
開
講
の
お
知
ら
せ

宗
禅
寺
毎
月
の
活
動

●朝粥坐禅会……

●土曜坐禅会……

●お盆早朝坐禅会……
●土 曜 講 座……
●写　経　会……
●御　詠　歌……
●手打うどん教室……
●木 彫 教 室……

●俳 句 教 室……
●尺八吹禅の会……

●健康体操の集い……

毎月第一日曜日　朝6時～8時半　一日の始まりに坐禅。坐禅後、禅の作法で
おかゆをいただきます。7/7　8/4　9/1 
毎週土曜日　子供：夕6時～7時　大人：7時半～9時半　繰り返し繰り返し深い
呼吸を。イス坐禅もあります　※8月3日は羽村灯籠流しのため、お休み致します。
お盆中（7月13日～16日）毎朝6時～7時開催。短い時間で初心者向きです。
毎月一回の勉強会。13時～16時 地域文化の共有と創造を目指し、地域伝統を後世に。
毎月1日、11日、21日、1時～3時　般若心経の写経をしています。支度、片付けは全員で。
毎月第1・3火曜日　1時半～3時　指導：高井淑子
現在２クラス開講中。 月一回。 講師：島田辰夫先生
毎月第1・第3土曜日　13時～16時まで　講師：新井達矢先生　場所：宗禅寺禅センター　
仏像や能面を自分で彫ってみませんか？ 月謝5000円（道具、材料費は要別途）
毎月1回、  適宜。  問い合せ先：中野つたえ　☎554－2444
毎月第1、  第3月曜　夜7時半～9時頃
坐禅15分、練習60分、問い合せ：坂井陵童　☎554－3273
毎週金曜日14時～16時　直接、禅センターにお越し下さい　予約不要

○女性サンガの会・薬師講・寺子屋委員会・護持会　――活動中です――
○宗禅寺禅センターをお使い下さい。

―
お
寺
で
新
た
な
自
分
の
発
見
を
―


